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    一 『萬葉集』挽歌部の歌と「伝説歌」との関係 
    二 「伝説歌」の形成に関する従来の説と研究方法 
第一章 「伝説歌」の萌芽 
 第一節 「土方娘子挽歌」と「出雲娘子挽歌」をめぐって 
 第二節 「吉備津采女挽歌」考 
第二章 「伝説歌」の成立 
 第一節 真間の娘子を対象とする歌 
    一 「過勝鹿真間娘子墓時山部宿祢赤人作歌」考 
    二 「詠勝鹿真間娘子」考 
 第二節 菟原処女を対象とする歌 
    一 「見菟原処女墓歌」考 
    二 「過葦屋娘子墓時作歌」考 
終章 
 一 「伝説歌」の萌芽と形成の展開 
 二 「伝説歌」形成論における拙論の位置づけ 
 三 今後の課題 
 
続いて、各章の概要を述べる。 
「序章」では、本論文の方針を具体的に述べている。従来「伝説歌」は、近代になって
からそのように名付けられたものであるにもかかわらず、研究の方向は「伝説」の名に引
かれ、「伝説」の内容の分析に終始していると指摘する。本論文では、この「伝説歌」が
何を淵源として生まれたかに焦点を絞っている。まず、これらの歌々の大半は、『万葉集』
の挽歌部（人の死に関連する歌を載せる部立て）に掲載されていることに着目する。万葉
集の「挽歌」は、その多くが亡くなった人物の近親者、臣下など生前をよく知っている人
物によって詠まれているのに対して、「伝説歌」は、第三者の立場から詠まれていること
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に着目し、同じく第三者の立場から死者を詠む柿本人麻呂の一連の歌々にその淵源を見出
す。この検証は、主として第一章で行われる。 
第一章「「伝説歌」の萌芽」では、挽歌では珍しく第三者の立場で死を悼む柿本人麻呂
の「土形娘子挽歌」「出雲娘子挽歌」ならびに「吉備津采女挽歌」を分析する。 
第一節「「土方娘子挽歌」と「出雲娘子挽歌」をめぐって」は、いずれも当時珍しかっ
た火葬に付された女性の死をめぐっての歌を分析している。ともに火葬になった姿を、雲、
霧に託して詠むが、後者の出雲娘子挽歌では、「吉野川の奥になづさふ黒髪」を詠んでい
る。黒髪の描写が「離れている女性に対する相聞的情緒の表現である」ことを指摘し、漢
籍における類似の表現も踏まえて、仙境を彷彿とさせる死者の居場所を想像していること
を指摘する。死者の死後の居場所への関心が第二章における歌々において死者の居場所と
しての墓が詠まれることにつながる理解が示される。 
第二節「「吉備津采女挽歌」考」では、若い盛りに突然亡くなってしまった女性の死に
対して、はかない露や霧に託してその死を悼むとする。「采女」とは、天皇付きの女官で
ある。その、希薄な関係性しかない第三者の女性である采女の突然の死に対して、氏の不
条理さとその死以前に死に対して無意識であったことへの嘆きと人の死への普遍性を把握
している。 
第一章は、第三者である女性への人麻呂作の挽歌を用いて、「死による不在への感傷」
と「生前の関係性への後悔」が生じ、その後悔から「死者の過去における、その生のあり
方」が関心の対象として生成されてくることを指摘している。その関心のあり方こそが「伝
説歌」の誕生を促すことを論じている。本論文の核心部分である第二章の赤人・虫麻呂の
「伝説歌」の分析に繋がる方法を提示し、「伝説歌」が第三者である女性を対象とする柿
本人麻呂作挽歌を淵源としている可能性を証明していると言える。 
第二章「「伝説歌」の成立」では、「伝説歌」を分析する。 
第一節は、真間娘子と言われる女性を詠む歌への考察である。一が山部赤人、二が高橋
虫麻呂歌集の作品である。一の赤人作品は、「伝説歌」では最も早い時期に詠まれたもの
である。ここでは、真間娘子の墓があると言われる場所に立ち寄った時、墓と言われる場
所には、墓らしきものは見られず、荒れ果てて、木々が茂っているだけだった。しかし、
そこに真間娘子の時代からの長い時間の経過を感じ取ることによって、語られたこと（「語
られてのみある死」）が過去に確実にあった事だという確信が導かれ、その真間娘子とい
う一人の人間の死が実際にあったのだということに感動し、その感動によって、当時の真
間娘子の姿が彷彿とよみがえるという歌の構成を読み取っている。赤人歌では、伝説の立
場に立ち、伝説の立場に立ち、伝説の主人公について伝承されてきたことが、実際にあっ
たことだと確信できたことによって、娘子の生と死を受け止め得た感動を、歌に詠むこと
で自らも他者に語り伝え、偲び続けるという志向を表明していることを指摘する。 
一方、高橋虫麻呂歌集の作品は、赤人よりもやや後の作品である。こちらでは、真間娘
子の具体的な美しい姿を詳細に描写し、その美しい娘子が悲劇的な死を遂げた墓が眼前に
あるという形で詠まれている。「伝説歌」は、伝説に興味を持ち、その伝説を語る歌こそ
が「伝説歌」と考えられてきたので、本格的な「伝説歌」の形成は、このような段階から
始まるという点を指摘している。 
第二節では、菟原処女を対象とする歌々を扱う。一は、高橋虫麻呂歌集の歌である。こ
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の歌では、二人の壮士に求婚された菟原処女の、どちらかを選べずに、自殺してしまい、
ふたりの壮士も後追いをした。その後、菟原処女の墓の両側に壮士の墓を建てたという内
容が詠まれる。この歌では娘子の墓の両側に壮士の墓が並ぶという墓の様子と、激しい妻
争いによる三人の死という「故縁」とに、悲劇譚を把握し、墓を「故縁」が実際にあった
ことを保証するものとして位置づけている。 
二は田辺福麻呂の作品である。福麻呂は、虫麻呂などより後の第４期の歌人である。こ
の歌では、二人の壮士に求婚された末亡くなってしまった菟原処女の思い出を後世の人が
語り継ぐために道の辺に墓を築き、長い間話を語り伝えた様を描いている。こちらの作品
では、二人の壮士による激しい求婚譚よりも、その話を語り継ぐために墓を築いたことに
関心が注がれていることを指摘している。 
第二章は、第三者の死を通して、「死」とは何かという把握を詠む柿本人麻呂歌を萌芽
と捉える第一章を受けて、山部赤人歌において「伝説歌」形成の方法を見、高橋虫麻呂歌
集歌においては伝説・人事譚自体を叙事的に詠む歌である「伝説歌」の頂点に至り、田辺
福麻呂歌において羈旅歌への方向性を示しつつ終焉を迎えるとする。その内容は、死者の
個別の死がどのようなものであったかに思いをはせ、それを叙事的に詠むという展開を見
せることを見出している。さらに、死者の日常生活を想像の中に再構築し、死者の存在を
回復するという物語性の付与を推測し、ここに「伝説歌」の成立を見ることが出来るとい
う。すなわち、過去に亡くなった第三者のことを時間を越えて想像の中に回復し、その個
別性を受け止め、その個別の生と死を詳細に歌に詠むこと、ここに「伝説歌」の本質があ
るとしている。 
終章では、「伝説歌」の淵源が挽歌にあり、その展開と終焉までを改めてまとめている。
その上で、「伝説歌」形成論における本論文の位置づけを、伊藤博の「伝説歌」論におけ
る羈旅信仰の呪歌「国偲歌」からの形成論だけでは説明しがたいことを述べて、挽歌から
の形成を明らかにしたものと位置づける。さらに「伝説歌」における歌の方法の展開が羈
旅歌と重なる面があるという見通しを述べてまとめている。 
また、雑歌に収められている歌について取り上げていない点に言及し、例えば高橋虫麻
呂歌集の「水江の浦島子を詠む歌」への今後の取り組みなどを表明している。 
 
審査結果 
まず、本論文のもっとも優れた点は、和歌史的な観点で「伝説歌」を評価した点であろ
う。その方法として、歌の表現が示す現象について、その現象にとどまることなく、その
現象に作歌者が内在させている意味を説き明かすことによって、作歌者の意図がどこにあ
るかを導き出そうとする。愚直なまでのその姿勢が、時に論の展開を読みにくくさせてい
ることは否めないが、「伝説歌」という近代の新しい概念による歌々の把握に対して、そ
れが作歌者にとって関係の希薄な第三者の女性を対象とする挽歌に淵源を持ち、「伝説歌」
の形成に繋がるという新しい視点を提示している。『万葉集』の「伝説歌」は、『万葉集』
全体としては、関心の高い作品群であるが、従来の研究の多くは、「伝説歌」という名称
に引かれるように、伝説の内容、詠まれ方などにもっぱら関心が注がれてきており、和歌
史の上でいかなる位置づけにあるのかについて検証されることはほとんど無かった。本論
文は、これらの歌々が、『万葉集』の編纂当時どのように受け止められていたかという点
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から検証を始め、その大半が挽歌部に収められていることに着目し、歌の検証を通じてそ
の淵源を探り当てている。これは画期的な指摘と言える。さらにそうした関係の希薄な第
三者を詠む挽歌が、山部赤人や高橋虫麻呂歌集における「伝説歌」の形成と展開に繋がり、
さらに田辺福麻呂では羈旅歌の方向性を示しつつ、終焉を迎えるとする。「伝説歌」史と
も言うべき把握は、和歌史における「伝説歌」の位置づけを明確にするものと言える。 
本論文では、「伝説歌」の形成から展開、終焉へという流れについて、具体的な例を引
用しながら歌を丁寧に読み解くという、実証的な方法によって論証している。そのことに
よって、「伝説歌」の対象である死者を想起し、その物語的世界を回復する、その回復が
「歌」として立ち上がってくる具体相を示しており、本論文の「伝説歌」研究が文学研究
であることが納得される。 
ただし、以下のような問題点も指摘された。 
伊藤博の「伝説歌」が羈旅信仰の歌に淵源を持つとする説は、従来の研究の中で「伝説
歌」を和歌史的に捉えようとした希少な説で、初期の羈旅信仰の濃厚な歌から、伝説を主
体として詠まれる「伝説歌」に展開してゆくまでの見通しを持った優れた学説である。挽
歌に淵源を持つとする本論文はこの学説とは体系が異なるが、第二章第二節二の福麻呂の
菟原娘子歌に羈旅歌的要素が見え、重なる面のあることを指摘しており、さらに、公開審
査の席上では伊藤説に対する相違についての認識が示されていた。ただし、本論文中では、
両者の違いが十分に論証されているとはいいがたい。伊藤論との差が明確にされると、本
論文の独自性がいっそう際立ったと考えられる。 
また、「挽歌史」との関係が不十分である点も上げられる。本論文の「伝説歌」の淵源
が「挽歌」と言われるという指摘は重要であるが、「挽歌」の多くは主君を始め、妻、弟
など関係性が強い人物について哀悼する歌々である。柿本人麻呂の歌にはそうした挽歌が
多く、人麻呂以降にも山上憶良、大伴家持にもそうした歌が多く詠まれている。そのよう
な関係性の深い人たちへの挽歌から、「伝説歌」が枝分かれしてゆく流れについて言及す
ると、従来の『万葉集』の挽歌史と本論文の主張との関係がよりよく理解されると考えら
れる。 
本論文でも言及はされてはいるが、「伝説歌」の多くは「挽歌部」に収められているが、
例外的に「雑歌部」に収められている作品もある。本論文の着目点が、対象の歌々の多く
が「挽歌部」であるという点に端を発しているのであるから、例外である「挽歌部」の作
品についても、もう少し紙幅を費やして詳細に言及すべきであったと考えられる、などの
点である。 
しかし、以上の点は、本論文の欠陥と言うよりは、さらなる発展のための課題と言うべ
きもので、本論文が博士論文として認められる際の支障とはならない。本審査委員会は、
全会一致で、本論文が博士論文としての水準に達していると評価し、博士（文学）の学位
を授与するにふさわしいとの結論を得たことを報告する次第である。 
